
[ＷｉＭＡＸ部会]

①ＷｉＭＡＸ

•事業戦略の核となるサービスモデルの策定

•業界としてのネットワーク設計基準の策定

•コスト低減に向け方策の検討

•事業化計画策定に必要なマニュアルの策定

②ギャップフィラー

•実績データの収集による基礎諸元の確定

•事業化マニュアルの策定

③２３ＧＨｚ固定無線、２１ＧＨｚ移動無線

•映像の双方向通信など有効利用の再検討

④次世代無線利活用

•地域ワンセグ放送の実現

•無線による家庭内ネットワークなど新サービスの
提案

総会

理事会

◆サービスモデル
・導入時のサービスモデルを利用シーンごとに確定する。
・アイデア・発想から中期の魅力的なサービスモデルを提案する。
・先進地の市場性調査と共に、リスクファクターも抽出しておく。
・ギャップフィラーとの一体的な導入を提案する。

◆設備・技術
・ネットワーク設計の指針を策定する。
・隣接周波数、隣接地域との干渉回避など技術的な課題の解決を行う。
・コストダウン方策を提案する。（全国展開事業者の採用方式・機器の整合な
ど）

・無線ＬＡＮなど他のワイヤレスブロードバンド技術について調査し理解しておく。
◆事業化

・無線設備操作可能な国家資格を取得（第一級陸上特殊無線技士など）の促
進を行う。

・事業計画に立案するためのマニュアル類を作成する。（設備投資の年次計画、
収益・財務プランなど）

・免許申請マニュアルを作成する。(特に、今秋申請時に間に合うことに留意)

◆ギャップフィラー実用化
・プロトタイプの実績データを収集し業界標準を作成する。
・地域別のシミュレーション手法を確立する。
・実用化に必要なマニュアルを作成する。

◆２３ＧＨｚ固定無線、２１ＧＨｚ移動無線利用促進
・事業者のニーズを把握する。
・有効な利活用方策について提案する。
・コストダウン方策をついて提案する。

◆部会共通
・ＷｉＭＡＸ部会とギャップフィラー等検討部会共通のタスクを実行する。（情報
提供、セミナー等）

・市町村との事前打ち合わせを促進し、コンセンサスを得る手だてを確立する。
・交付金関係の必要な諸調整を行う。

◆地域ワンセグ放送
・地域ワンセグ放送の事業化を指向した調査研究を行う。
・地域ワンセグ放送のサービスモデルを提案する。
・事業化を指向した関係団体と必要な調整を行う。

◆無線による家庭内ネットワーク等
・現状の実施事例や先端技術について調査研究を行う。
・新たなサービスモデルを提案する。
・業界標準を提案するための課題等を抽出する。

WiMAX部会

ギャップフィラー等検討部会

次世代無線利活用部会

監事

幹事会

◆事業目的
有線・無線の融合により、地域ユビキタスネットワーク
社会の実現に貢献する。

①デジタルデバイドの解消
②ＩＣＴによる地域利便性の向上

◆主要事項
①ＷｉＭＡＸ利用によるサービスの実現
②ギャップフィラーによる地デジ放送サービスの実現
③２３ＧＨｚ固定無線、２１ＧＨｚ移動無線の有効活用
④次世代無線利活用による新サービスの実現

事務局

サービスモデル確立

申請

★国家試験受験

ネッワーク設計（隣接周波数・地域の事業者との調整含む）

事業化準備（申請書作成）

[次世代無線利活用部会]

ケーブルテレビの地域ワンセグ放送に関わる調査研究

無線による家庭内ネットワークなどに関わる調査研究、中期サービスモデルの抽出による事業計画とのリンク

[ギャップフィラー等検討部会]

ギャップフィラー設計手法確立 WiMAXとのセット時の設計手法の検討、等

２３ＧＨｚ固定無線、２１ＧＨｚ移動無線活用手法の確立

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 ～3月

1.事業方針 3.推進体制2.主要事項の検討ポイント

4.スケジュール

平成１９年度 ケーブルテレビ無線利活用促進協議会 事業計画
平成１９年７月１１日

設備・技術関係の課題解決

事業化関係の 課題解決

自治体との調整・確認 (事業主体、予算化、実施計画等)

自社のサービスモデルの確立

サービスモデルの地域別、パターン別、年次別 事業者別等の検討

継続的な課題検討(特にコスト低減策)

継続的な課題検討(特に免許申請関係)

申請後課題検討

(ヒアリング対応)

(事業者)

[事務局] 臨時総会、無線利活用セミナー、サービスモデル説明会、ネットワークセミナー、事業化セミナー、次世代無線利活用セミナー


